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hydroxylase(TH)、神経性一酸化窒素合成酵素 neuronal nitric oxide synthase(nNOS)に
対する抗体を用いた。結合組織は、エラスチカ・マッソン染色で描出した。さらに、男女














nNOS 陽性の副交感神経が TH 陽性の交感神経に比べ優勢であった。一方、歯状線よりも肛
門側では、nNOS 陽性の副交感神経と TH 陽性の交感神経は同程度存在していた。さらに、
歯状線よりも肛門側における、この副交感神経と交感神経の分布状態は、肛門挙筋筋膜に
沿って走行する神経のそれときわめて類似していた。以上の所見は男女間で差はみられな
かった。 
肛門管の神経支配は歯状線を境に上下に分かれており、口側は自律神経、肛門側は体性
神経支配であるとされてきた。これに対し本研究では、内肛門括約筋における自律神経
は、歯状線より口側では骨盤神経叢から、肛門側では肛門挙筋筋膜に沿って括約筋間隙に
合流する自律神経からそれぞれ供給されることが示唆された。歯状線より肛門側にも自律
神経が観察されたことから、内肛門括約筋を支配する括約筋間隙の神経は、骨盤神経叢か
らの神経と、肛門挙筋筋膜に沿って括約筋間隙に入る自律神経から構成されるものと推測
される。 
以上の結果から、本論文は、前立腺全摘除術では、前立腺尖部や側方における肛門挙筋
筋膜を剥離する操作の過程で、肛門挙筋に沿って走行する神経を損傷し、その結果、排便
障害の生じる可能性を示唆している。これは、前立腺全摘除術において術後合併症を防ぐ
術式の開発につながるものであり、泌尿器科学の発展に資すること大である。よって審査
委員会委員全員は本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値があるもの
と認めた。 
 
 
 
 
